
     

第
百
七
十
七
回
国
会
に
お
け
る
野
田
財
務
大
臣
の
財
政
演
説 

    

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
八
日 



今
般
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
対
応
し
必
要
な
財
政
措
置
を

講
ず
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
を
提
出
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
御
審

議
を

お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
補
正
予
算
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

（
は
じ
め
に
） 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
御
遺
族
に
対
し
、
深

く
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ

ま
す
。
さ
ら
に
、
救
助
・
救
援
活
動
や

復
旧
活
動
に
関
わ
る
、
官
民
の
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
く
の
方
々

の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
国
際
社
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
温
か
な

支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

政
府
と
し
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で

、
人
命
救
助
や
安
全
な
避
難
に
取
り
組
む
ほ
か
、
被
災
さ
れ

た
方
々

の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
、
水
や
食
料
、
燃
料
等
の
確
保
、
被
災
地
域
の
応
急
復
旧
な
ど
に

全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を

急
ぎ
、
さ
ら
に
、
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
や
仮
設
住
宅
の
建
設
を
進
め
る
等
、
引
き
続
き

、
被
災
地
域



の
復
旧
・
復
興
の
た
め
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
依
然
と
し
て

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
被

害
の
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
、
一
日
も
早
く
安
定
し
た
状
態
を
実
現
す
べ
く
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
て

い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

  

（
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
の
大
要
） 

今
国
会
に
提
出
を
い
た
し
ま
し
た
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
、
年

度
内
に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
経
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
追
加

の
公

債
を
発
行
せ
ず
、
歳
出
の
見
直
し
等
に
よ
り
確
保
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず

、
歳
出
面
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
関
係
経
費
と
し
て

四
兆
百
五
十
三
億
円
を
計
上
し
、

そ
の
内
訳
は
、
災
害
救
助
等
関
係
経
費
四
千
八
百
二
十
九
億
円
、
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
費
三

千
五



百
十
九
億
円
、
災
害
対
応
公
共
事
業
関
係
費
一
兆
二
千
十
九
億
円
、
施
設
費
災
害
復
旧
費
等
四
千
百

六
十
億
円
、
災
害
関
連
融
資
関
係
経
費
六
千
四
百
七
億
円
、
地
方
交
付
税
交
付
金
千
二
百
億
円

、
そ

の
他
八
千
十
八
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

   

こ
れ
ら
の
東
日
本
大
震
災
関
係
の
歳
出
を
賄
う
た
め
、
三
兆
七
千
億
円
余
の
歳
出
の
減
額
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
子
ど
も
手
当
の
減
額
二
千
八
十
三
億
円
、
高
速
道
路
の
原

則
無

料
化
社
会
実
験
の
一
時
凍
結
に
伴
う
道
路
交
通
円
滑
化
推
進
費
の
減
額
千
億
円
、
基
礎
年
金
国
庫
負

担
の
年
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
の
減
額
等
二
兆
四
千
八
百
九
十
七
億
円
、
周
辺
地
域
整
備
資
金
の
活

用
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
へ
の
繰
入
の
減
額
五
百
億
円
、
政
府
開
発
援
助
等
の
減

額
五

百
一
億
円
、
議
員
歳
費
の
減
額
二
十
二
億
円
、
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
の
減
額
八
千

百
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
の
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
二
分
の
一
で
あ
る
こ
と
を

法
律
上
明
記
し
つ
つ
、
二
分
の
一
と
の
差
額
は
、
税
制
抜
本
改
革
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
財
源
を

活
用

し
て
、
年
金
財
政
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
併
せ
て
法
制
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 



ま
た
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
の
料
金
割
引
の
見
直
し
に
伴
う
独
立
行
政
法
人
日
本
高

速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
か
ら
の
納
付
金
二
千
五
百
億
円
等
、
税
外
収
入
三
千
五
十
一
億
円
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
当
初
予
算
に

対
し
歳
入
歳
出
と
も
三
千
五
十
一
億
円
増
加
し
、
九
十
二
兆
七
千
百
六
十
七
億
円
と
な
っ
て

お
り
ま

す
。 

    

関
連
し
て
、
特
別
会
計
予
算
及
び
政
府
関
係
機
関
予
算
に
つ
い
て
も
所
要
の
補
正
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
事
業
者
の
経
営
安
定
や

災
害
復
旧
等
の
た
め
の
資
金

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
補
正
予
算
に
お
い
て
四
兆
三
千
二
百
二
十
億
円
を
追
加
す
る
こ

と
と

し
て
お
り
ま
す
。 



（
む
す
び
） 

以
上
、
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

被
災
地
域
の
一
刻
も
早
い
復
旧
の
た
め
、
何
と
ぞ
、
関
連
法
案
と
と
も
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か

に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


